
 

川崎製鉄技報 

KAWASAKI STEEL GIHO 

Vol.13 (1981) No.3 

 

 

神戸市水道局西垂水調整タンク工事における底版コンクリートの施工について 

Execution of Foundation Slab Concrete under Nishitarumi Water Tank in Kobe City 

 

木川  進(Susumu Kigawa) 近藤 伸治(Shinji Kondo) 尾原 幸人(Yukito Obara) 

 

要旨 : 

神戸市水道局では西垂水配水場内に容量 20000kl の円筒型鋼製タンクの建設を計画し，基

礎ぐいを除く底版コンクリートとタンク本体およびその付帯工事を当社が担当した。本報

告はこれらのうちタンク底版の施工に関するものである。底版コンクリートは直径 46m, 厚

さ 0.7～1.0m でマスコンクリートの範囲に属し，しかも打設時期が工程上，夏期となった

ためコンクリートの水和熱による温度のひびわれ，長期強度の低下等を事前に検討しなけ

ればならなかった。また，この西垂水配水場の周辺は住宅地域で，かつ建設用地が狭い等

の条件もあり約 1500m**3 のコンクリートを打設するには環境上厳しい制約があった。本

工事ではこれらの設計・施工上の問題に対して高炉セメント B 種や最大寸法 40mm の粗骨

材の採用，底版コンクリートの鉛直分割打設等の対策を講じて施工した結果，ひびわれ発

生の少ない良好なタンク底版を建設することができた。 

 

Synopsis : 

The Kobe City Government planned to construct a steel water tank at Nshitarumi 

Service Distributing Reservoir in Kobe City, which would be able to store 20000kl of 

water, Kawasaki Steel's Engineering Division took part in this project as a prime 

contractor and executed placing of foundation slab concrete and fabrication of the steel 

tack. This paper describs the construction of this concrete slab of 46 m in diameter and 

0.7～1.0 m in thickness. Since this construction work wa
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